


リーダー：菊地悠一郎
（栃木県済生会宇都宮病院 事務）

サブリーダー：四海達也
（宮城県大崎市民病院 CE）

EMIS：室野井智博
（島根県島根大学医学部附属病院 Dr）

連絡：伊藤史帆
(愛知県岡崎市民病院 Ns）
小林あずさ

（東京都立駒込病院 Ns）

資機材：貝塚伴子
（千葉県千葉大学医学部附属病院 事務）
石橋進也

（北海道北海道大学 Ns）

記録：森本健介
（岡山県保健福祉部 保健師）



8:36 岩手医科大学出発

9:52 やまびこ館にて休憩

10:10 宮古保健所近辺に到着
10:15 宮古保健所 中込さんに衛星携帯電話で連絡
10:20 宮古保健所到着 担当者に挨拶

〜道中にしたこと〜
・車両点検・EMIS入力
・ラジオで交通状況収集

・隊員の体調管理
・道路状況に合わせて経路変更



・管内の６医療施設の現状把握は
できていない
→支援DMATは撤退しているが
受援ニーズはあり

・市内ライフラインは全て❌

・市内の避難所状況が掴めていない
→宮古市内だけで２０箇所

・宮古市内全域で壊滅状態
死者数２００名以上
行方不明者数不明



＊宮古保健医療調整本部の立ち上げ＆支援
＊宮古市・岩泉市・田野畑村・山田町の避難所のスクリーニング
＊宮古市役所と訪問看護ステーション「かがやき」のスクリーニング
＊医療ニーズの収集
＊参集医療チームの調整
＊宮古地域災害医療連絡会議の開催
参加機関：県医師会・保健師会・薬剤師会・消防・社会福祉協議会との連携確保

・災害医療コーディネーター（県立宮古病院Dr石黒）



会議案内 現況報告 避難所スクリーニング結果表



＊関係医療機関の連絡先の確認を怠った

＊安全管理：車両の安全確認、ハザードマップと避難経路の
確認・共有、チーム内の定時連絡ルール決め

＊避難所スクリーニングシートの活用できなかった

＊食事準備が遅くなってしまった

＊ラップポン設置と就寝場所の確保が遅くなった

事前の想定、準備不足が全て！！！！



＊チームビルディングが良く個々の得意分野を生かして活動でき、
苦手分野をメンバー同士で補えた

＊日常の業務とは異なる業務を行い様々な視点で活動できた

＊メンバー全員がどんな仕事においても嫌な顔せず率先して行動してくれた

などなど、様々ありますが・・・

一番は「メンバー全員が仲が良かった」




